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飯田市

伊那市

塩尻市

飯田
市 全国で初めて議会が中心となって

制定した「自治基本条例」　　

Ｈ１９/１１/１２〜１１/１３     議員１５名
　　　　　　　　　　町長
　　　　　　　　　　職員１名
　　　　　　　　　　計１７名

 志野・織部」

レストランなど。
。
円、株式会社「土岐美
。
ポットとなる。

【自治の基本原則】　市民主体の原則　情報共有の原則　参加協働の原則

市民の権利
○まちづくりに参加する権利
○市政に参加し意見を述べる権利
○市が有する情報の公開を求める権利

・参画の機会提供
・パブリックコメント

・市政への参加
・意見表明
・住民投票

市民の意見を反映

地域協議会

審議・監視・評価

条例制定の目的
　政策決定や事業評価に住民の意思を反映
させ、事業実施に住民が参加できる住民自
治の基本理念を規定するため
経　過
　H１４から４年をかけてH１８年議会提案と
して提出・議決・その間２０地区で説明会

研
修
風
景

１．公正・誠実な市政運営
２．自治の基本原則に基づいて市の計画及

び政策の策定・実施・評価等を実施
３．説明責任（市民に分かりやすく説明する義務）

市　民

市議会・
市議会議員

１．市民の意思が的確に反映され
るように活動

２．行政を監視・評価し、適正な
市政運営を確保

３．情報公開、会議公開、説明責任
により、市民との情報の共有

自治基本条例のあらまし

自治会組織など

委員選出

市　長

ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
委
員
会

〔
住
民
の
組
織
〕

下水道事業について

飯田市の公共下水道の使用料金について
　使用料をすべて私費となるとあまりに高くなるため、３年ごとに料金改定し、従量
制を採用している。
（例）　一般用は８立方㍍まで1,100円（基本使用料）それ以上は１立方㍍につき１４８円。
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土岐市
池田町

塩尻
市

土岐
市

特定健康診断に向けて伊那
市

道の駅「小坂田公園」
民間委託
道の駅「陶匠の里

総事業費：総額33億4,900万円　
工事着工：昭和54年〜平成7年完成

遊びイッパイ
ゴーカート場・市民プール・
アスレチック・多目的広場など

課　　題
施設利用料は年間２千万円を超えるが、
維持管理費に苦労している。

年間利用者：７８万人
特徴：地場産業の美濃焼の直売・ 

交通の便よく利用者増加中 
　　・出資割合は土岐市が１千万 

濃焼卸センター」２千万円 
　　・どんぶり会館より人気のス 

・保健師・管理衛生士の配置体制を充実
・国保の健康診断の受診率をＨ２０年度は３５％までに上げる
・住民への周知
・保健指導のアウトソーシング（外部委託）はしない。

　伊那市の老人医療費は１人あたり……６５万３３９円（H18）
　
　長野県全体は……６８万７千円／人
　池田町は…………６７万円／人

４４位
８１市町村

〈対策〉

先進地に
学　　ぶ

国保受診者のうち
生活習慣病２５％

その生活習慣病のうち
高血圧疾患３５％

今年４月から、全国一斉に特定健康診断が始まります。
それに先駆けて独自の取り組みをして成果をあげています。
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